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(73) 

毒
婦
阿
蓮
の
造
形

｜
｜
『
新
編
金
瓶
梅
』
の
勧
善
懲
悪
｜
｜

神
田

正
行

は
じ
め
に
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天
保
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
長
編
合
巻
『
新
編
金
瓶
梅
』
第
一
集
（
国
安
画
。
甘
泉
堂
刊
）
の
序
文
に
お
い
て
、
馬
琴
は
こ
の
合
巻
の
趣
向

み
く
に
う
ど

源
で
あ
る
『
金
瓶
梅
』
の
作
風
を
、
「
国
俗
の
、
浮
世
物
真
似
と
い
ふ
も
の
め
き
て
」
と
評
し
て
お
り
、
彼
が
同
作
の
持
つ
写
実
性
に
着
目

し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
い
う
る
。
『
金
瓶
梅
』
の
世
態
描
写
は
、
登
場
人
物
た
ち
の
庶
民
的
な
会
話
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
書

し
ゃ
れ
こ
と
ば

の
難
解
さ
も
ま
た
こ
の
点
に
由
来
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
西
門
慶
の
第
五
夫
人
潜
金
蓮
は
、
こ
と
わ
ざ
や
歌
後
語
を
多
用
し
た
痛
烈
な
罵
語

を
も
っ
て
、
読
者
に
鮮
明
な
印
象
を
与
え
る
。

『
新
編
金
瓶
梅
」
の
述
作
に
際
し
て
、
馬
琴
が
原
作
の
写
実
性
を
顧
慮
し
た
形
跡
は
見
出
さ
れ
ず
、
こ
の
合
巻
の
実
質
的
な
女
主
人
公
で

た

が

ね

お

れ

ん

あ
る
多
金
の
阿
蓮
も
、
弁
舌
に
お
い
て
は
金
蓮
ほ
ど
の
辛
疎
さ
を
有
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
挿
画
を
主
体
と
す
る
合
巻
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、

や
む
を
得
ぬ
仕
儀
か
も
知
れ
な
い
が
、
あ
る
い
は
「
用
語
の
庶
民
性
」
ゆ
え
に
、
馬
琴
が
『
金
瓶
梅
』
に
お
け
る
個
々
の
会
話
を
、
じ
ゅ
う



ぶ
ん
味
読
し
え
な
か
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

周
知
の
ご
と
く
『
金
瓶
梅
』
は
、
『
水
瀞
伝
』
の
武
松
曹
に
想
を
得
た
艶
情
小
説
で
あ
る
。
馬
琴
は
『
新
編
金
瓶
梅
』
に
お
い
て
、
「
金
瓶

ぶ

じ

ら

う

梅
』
で
は
脇
役
の
位
置
に
甘
ん
じ
て
い
た
行
者
武
松
を
、
善
の
側
の
主
人
公
・
大
原
武
二
郎
に
転
じ
て
、
そ
の
活
躍
を
詳
細
に
描
き
込
ん
で

に

し

か

ど

や

け

い

じ

う

ら

う

み

や

う

ち

ゃ

う

い
る
。
そ
の
結
果
『
新
編
金
瓶
梅
』
は
、
原
作
以
上
に
報
仇
語
と
し
て
の
色
彩
が
濃
厚
と
な
っ
た
。
西
門
屋
啓
十
郎
や
尼
妙
潮
（
原
作
の

王
婆
に
相
当
）
と
と
も
に
、
武
二
郎
の
仇
敵
と
な
る
阿
蓮
は
、
際
だ
っ
た
鏡
舌
さ
こ
そ
持
ち
合
わ
せ
な
い
も
の
の
、
原
作
の
潜
金
蓮
や
主
人

啓
十
郎
に
も
増
し
て
、
悪
錬
な
毒
婦
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
は
、
勧
善
懲
悪
に
対
す
る
馬
琴
の
配
慮
が
働
い
て
い
た
も
の
と

思
し
く
、
奇
矯
を
喜
ぶ
時
流
へ
の
迎
合
と
し
て
、
安
易
に
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。

本
稿
で
は
、
こ
の
多
金
の
阿
蓮
の
人
物
造
形
を
取
り
上
げ
て
、
『
金
瓶
梅
』
や
『
水
瀞
伝
』
に
お
け
る
潜
金
蓮
と
比
較
し
つ
つ
、
そ
の
独
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自
性
に
考
察
を
加
え
る
。
そ
の
上
で
、
彼
女
が
惹
起
す
る
諸
々
の
事
件
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
な
い
、
馬
琴
の
創
作
意
図
が
奈
辺
に
存
し
た

の
か
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

一
、
阿
蓮
・
啓
十
郎
の
悪
因
縁

ぶ

ん

ぐ

ベ

ゑ

す
で
に
別
稿
に
お
い
て
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
『
新
編
金
瓶
梅
』
の
阿
蓮
は
、
山
城
国
の
百
姓
・
矢
瀬
文
具
兵
衛

や

ま

き

た

が

ね

ぶ

た

ら

う

ぶ

ぐ

ざ

う

と
妻
山
木
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
で
あ
り
、
幼
名
を
多
金
と
い
う
。
武
太
郎
・
武
二
郎
兄
弟
の
父
親
・
大
原
武
具
蔵
は
、
文
具
兵
衛
の
弟
で
あ

お

そ

ま

く

が

み

り
、
西
門
屋
啓
十
郎
の
実
母
遅
馬
（
の
ち
の
陸
水
尼
）
は
、
文
具
兵
衛
の
妹
で
あ
る

（
の
ち
西
門
屋
文
字
八
）

（図
1
参
照
）
。
つ
ま
り
、
啓
十
郎
と
阿
蓮
・
武
二
郎

の
三
者
は
、
従
兄
弟
同
士
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
馬
琴
は
第
一
集
四
十
丁
を
費
や
し
て
、
こ
の
独
自
の
人
物
関
係
を
読
者
に
提
示
し
た
。

甥
の
武
太
郎
を
欺
い
て
、
武
具
蔵
の
遺
財
を
奪
わ
ん
と
し
た
文
具
兵
衛
夫
婦
は
、
左
京
兆
三
好
長
菜
か
ら
叱
責
さ
れ
て
矢
瀬
の
里
を
追
わ

(72) 



篠
部
九
郎
五
郎

一寸
I
l
i－
－
啓
寸
郎
（
黒
市
。
西
門
慶
）

遅

馬

＝

矢

瀬

文

具

兵

衛

＝

一一1
1

1

1

1

阿
蓮
（
多
金
。
潜
金
蓮
）

山

木

＝
一

一

一

一

四

橋

綿

乙

寸

武

太

郎

（

武

大

郎

）

一

T
I
l
i－
－

琴

大
原
武
具
蔵
一
落
葉
（
武
大
亡
妻
）

折

羽

「

武

二

郎

（

武

松

。

武

松

）

柱
（
迎
児
）

図 1 『新編金瓶梅』人物関係国
（太字は『金瓶梅』において対応する人物）

れ
、
貧
苦
ゆ
え
に
口
舌
が
募
っ
て
離
縁
に
至
る
（
第

一
集
）
。
山
木
は
幼
い
多
金
を
伴
っ
て
、
盲
人
四
橋

わ
た
い
ち

綿
乙
に
再
嫁
し
、
後
年
美
し
く
成
長
し
た
阿
蓮
を
、

ゃ

ぶ

し

ろ

む

そ

し

ら

う

薮
代
六
十
四
郎
（
『
金
瓶
梅
』
の
張
大
戸
に
相
当
）

(71) 

~ 

妾
奉
公
に
出
す
の
で
あ
る

（
第
二
集
）
。
か
く
の
如
き

阿
蓮
の
生
い
立
ち
は
、
『
金
瓶
梅
』
に
お
け
る
潜
金
蓮

の
造
形
を
、
よ
り
複
雑
化
し
た
も
の
と
い
え
る
。

の
ち
に
阿
蓮
は
、
六
十
四
郎
の
妻
・
岡
部
の
嫉
妬
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が
も
と
で
、
薮
代
家
に
出
入
り
し
て
い
た
餅
売
り
の

武
太
郎
に
下
げ
渡
さ
れ
る
。
彼
女
は
当
初
、
武
太
郎

が
従
兄
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
そ
の
醜
さ
を
忌
み

嫌
う
が
、
す
で
に
両
親
も
横
死
し
て
い
た
の
で
、
主

命
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
両
人
の
婚
姻
に
関
連
し
て
、
馬
琴
は
第
二
集
下
帳
（
天
保
五
年
刊
）
上
冊
の
前
表
紙
見
返
し
に
、
「
羅
貫

ほ

う

じ

う

ち

か

ん

に

と

っ

ぐ

に

せ

の

中
が
原
文
を
写
せ
し
蓬
洲
が
旧
稿
は
美
人
帰
痴
漢
二
世
悪
縁
」
と
大
書
し
て
い
る
。
第
一
奇
書
本
の
序
文
に
は
「
蓬
（
鳳
）
洲
」
、
す
な

わ
ち
王
世
貞
を
「
金
瓶
梅
』

の
作
者
に
擬
す
る
俗
説
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
馬
琴
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
『
金
瓶
梅
』
を
「
蓬
洲
が
旧
稿
」

と
称
し
た
の
で
あ
る
。
「
美
人
」
阿
蓮
が
「
痴
漢
」
武
太
郎
に
嫁
ぐ
の
は
、
『
水
瀞
伝
」
や
『
金
瓶
梅
』
に
倣
っ
た
筋
立
て
で
あ
る
が
、
こ
こ

に
「
二
世
悪
縁
」
を
設
定
し
た
の
は
馬
琴
の
創
意
で
あ
り
、
件
の
文
句
に
は
、
自
ら
の
新
趣
向
に
注
意
を
促
す
意
図
が
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
。



阿
蓮
は
婚
姻
の
後
も
、
六
十
四
郎
と
の
関
係
を
持
ち
続
け
る
が
、
二
人
の
密
会
は
や
が
て
周
囲
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
武
太
郎
夫
婦
は

や
む
な
く
矢
瀬
か
ら
尼
崎
に
転
居
す
る
。
武
太
郎
は
こ
の
地
に
お
い
て
、
虎
退
治
で
名
を
馳
せ
た
弟
の
武
二
郎
と
再
会
し
、
自
家
に
伴
い
帰

る
の
で
あ
る
。
以
下
の
展
開
は
、
『
水
瀞
伝
』
や
『
金
瓶
梅
』
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
阿
蓮
の
誘
惑
と
武
二
郎
の
拒
絶
、
公
用
に
よ
る
武
二

郎
の
旅
立
ち
、
そ
し
て
阿
蓮
と
啓
十
郎
の
出
会
い
へ
と
、
物
語
は
進
行
し
て
ゆ
く
。

『
水
一
昨
伝
』
に
お
い
て
、
播
金
蓮
と
西
門
慶
と
の
出
会
い
は
、
以
下
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

二

セ

ン

ト

ス

ノ

シ

ラ

ヅ

ヒ

ニ

リ

ス

ノ

ヲ

タ

レ

マ

サ

ニ

ル

テ

シ

ノ

リ

ス

リ

当
日
武
大
将
次
帰
来
。
那
婦
人
慣
了
、
自
先
向
一
両
前
一
来
叉
二
那
簾
子
べ
也
是
合
斗
当
有
一
レ
事
、
却
好
一
箇
人
従
二
簾
子
辺
一
走
過
。
自

フ

ナ

ケ

レ

パ

サ

ヲ

ノ

ニ

ニ

ル

ニ

ヲ

ナ

ラ

シ

シ

シ

テ

シ

チ

テ

リ

ノ

ノ

ニ

ノ

レ
古
道
、
没
レ
巧
不
レ
成
レ
話
。
這
婦
人
正
手
裏
金
子
一
一
叉
竿
一
不
レ
牢
、
失
手
滑
将
倒
去
、
不
端
不
正
、
却
好
打
在
二
那
人
頭
巾
上
寸
那
人
立
斗

ヲ

ニ

シ

セ

ン

ト

シ

テ

ヲ

ル

レ

ノ

ノ

ヅ

ラ

シ

ヲ

ノ

ハ

チ

ニ

シ

ヘ

住
ー
了
脚
一
正
待
ゴ
要
発
作
一
回
斗
過
験
一
看
時
、
是
箇
生
的
妖
焼
的
婦
人
、
先
白
訴
斗
了
半
辺
一
那
怒
気
直
鑓
ゴ
過
瓜
注
国
一
去
了
、

ジ

テ

ス

ヲ

ノ

シ

ヲ

シ

テ

ニ

ヒ

ノ

ヲ

キ

テ

変
作
二
笑
吟
吟
的
験
児
寸
這
婦
人
情
斗
知
不
是
一
叉
手
深
深
地
道
一
祖
万
福
一
説
道
、
「
奴
家
一
時
失
手
、
官
人
休
レ
怪
」
o
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（
『
水
瀞
四
伝
全
書
』
、
第
二
十
四
回
）

ノ

テ

ヲ

ク

ス

ハ

ス

ム

ヲ

ヲ

そ
も
そ
も
、
『
水
瀞
伝
』
に
お
け
る
金
蓮
は
、
「
這
婆
娘
倒
諸
般
好
為
頭
的
愛
レ
倫
一
一
漢
子
一

も
っ
と
も
好
き
な
の
は
間
男
す
る
こ
と
な
の
で
す
）
」
と
形
容
さ
れ
る
も
の
の
、
実
際
に
彼
女
か
ら
行
動
を
起
こ
す
の
は
、
義
弟
の
武
松
に

（
こ
の
女
は
何
で
も
器
用
に
こ
な
し
ま
す
が
、

対
し
て
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
『
金
瓶
梅
』
の
金
蓮
は
、
張
大
戸
と
の
不
貞
以
外
に
も
、
夫
の
不
在
時
に
は
足
を
屋
外
に
投
げ

て
も
、

『
水
瀞
伝
』

西
瓜
の
種
を
か
じ
り
な
が
ら
「
浮
浪
子
弟
」
を
か
ら
か
う
よ
う
な
淫
婦
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
右
引
用
の
場
面
に
お
い

ノ

ラ

シ

ヲ

シ

シ

テ

ヲ

ツ

ガ

リ

ル

ヲ

の
場
合
は
「
這
婦
人
自
収
ゴ
了
簾
子
・
叉
竿
一
帰
去
、
掩
斗
上
大
門
一
等
二
武
大
帰
来
一
（
女
は
簾
と
竿
を
片
付
け
る
と
門

(70) 

出
し
て
、



を
閉
め
て
、
武
大
が
帰
っ
て
く
る
の
を
待
ち
ま
す
）
」
で
済
ま
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
『
金
瓶
梅
』
の
金
蓮
は
、
西
門
慶
に
対
し
て
並
々
な
ら

(69) 

ぬ
関
心
を
示
す
。

ナ

ル

ヲ

ニ

ヘ

ノ

ヲ

当
時
婦
人
見
ゴ
了
那
人
、
生
的
風
流
浮
浪
、
語
言
甜
浄
一
更
加
一
幾
分
留
恋
一

ミ

テ

ル

ニ

タ

ザ

ラ

ン

ス

コ

ト

ヲ

セ

テ

テ

ノ

ニ

情
意
一
時
、
臨
レ
去
也
不
一
面
レ
頭
七
八
遍
一
了
」
。
却
在
二
簾
子
下
一
眼
巴
巴
的
、

帰
レ
房
去
了
。

テ

ラ

ノ

ノ

ハ

ハ

ニ

セ

ル

ヲ

シ

キ

ニ

「
倒
不
レ
知
一
一
此
人
姓
甚
名
誰
、
何
処
居
住
↓
他
若
没
一
一
我

看
レ
不
レ
見
一
一
那
人
一
方
海
収
ゴ
了
簾
子
一
関
斗
上
大
門
一

（
第
一
奇
書
本
、
第
二
回
）

こ
こ
で
の
金
蓮
は
、
武
松
の
叱
責
を
受
け
た
後
も
、
日
中
は
相
変
わ
ら
ず
め
か
し
込
ん
で
、
簾
の
下
に
た
た
ず
ん
で
い
た
の
で
あ
り
、
西
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門
慶
に
遭
遇
し
て
心
動
か
さ
れ
た
の
も
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
か
っ
た
。

『
新
編
金
瓶
梅
」
に
お
い
て
は
、
阿
蓮
と
啓
十
郎
の
出
会
い
に
、
作
中
の
重
要
な
小
道
具
の
一
つ
で
あ
る
「
虎
毛
の
小
猫
」
が
介
在
す
る
。

か
の
虎
毛
な
る
飼
ひ
猫
の
、

い
づ
ち
よ
り
持
て
来
に
け
ん
、

い
と
大
き
な
る
魚
の
わ
た
を
、

つ
ひ
ば
み
で
あ
り
け
る
を
、
阿
蓮
は
見

と
招
け
ど
も
、
猫
は
見
返
る
の
み
に
し
て
、
ほ
と
り
近
く
は
寄
ら
ざ
り
し
を
、

っ
、
声
を
か
け
て
、
「
虎
よ
そ
は
え
う
な
き
物
を
。
た
う
べ
な
ば
又
吐
き
や
せ
ん
。
と
く
う
ち
捨
て
て
こ
ち
へ
来
よ
。
や
よ
な
う
な
う
」

せ
ん
ば
り

い
で
や
を
ど
し
て
捨
て
さ
せ
ん
と
、
思
ふ
阿
蓮
は
栓
張

棒
を
、
か
い
取
り
つ
振
り
上
げ
て
、
打
つ
お
も
、
ち
を
し
て
け
れ
ば
、
猫
は
こ
れ
に
ぞ
驚
き
伯
れ
て
、
件
の
わ
た
を
槍
端
よ
り
、
は
た

と
落
と
し
て
逃
げ
去
り
け
り
。

わ

か

う

ど

か

ど

ベ

う

を

か
、
る
所
に
一
人
の
若
人
、
西
の
か
た
よ
り
出
で
て
来
つ
、
こ
〉
の
門
辺
を
よ
ぎ
る
程
に
、
猫
が
槍
よ
り
振
り
落
と
す
、
か
の
魚
の



わ
た
ど
っ
さ
り
と
、
件
の
男
の
肩
先
を
、

一ト
打
ち
打
っ
て
ぞ
落

ち
た
り
け
る
。
阿
蓮
は
上
よ
り
こ
れ
を
見
て
、
「
こ
は
あ
さ
ま
し

や
」
と
ば
か
り
に
、
慌
て
惑
ひ
て
下
り
て
来
つ
、

や
が
て
門
辺

『新編金瓶梅』第二集、 34丁裏・ 35丁表

に
走
り
出
で
て
、
か
の
若
人
に
う
ち
向
か
ひ
て
、
「
ど
な
た
様
か

は
知
ら
ず
侍
れ
ど
、
そ
は
畜
生
の
わ
ざ
な
れ
ば
、

い
か
で
許
さ

せ
給
へ
か
し
」
と
、
詫
ぶ
れ
ど
答
へ
ぬ
若
人
は
、
あ
く
ま
で
罵

り
懲
ら
さ
ん
と
、
思
ひ
つ
冶
早
く
見
か
へ
れ
ば
、
思
ふ
に
も
似

ず
女
房
の
、

い
と
う
る
は
し
き
顔
ば
せ
に
、
怒
り
は
失
せ
て
又
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さ
ら
に
、

驚
く
ま
で
に
見
と
れ
た
る
、
魂
浮
か
れ
ほ
う
笑
み
て
、

「
い
な
、
う
ち
置
か
せ
給
へ
か
し
。
い
さ
、
か
羽
織
の
汚
れ
し
と

て
も
、
か
ば
か
り
の
事
何
か
あ
ら
ん
」

第
二
集、

三
十
五
丁
裏
・

三
十
六
丁
表
。
図
2

図 2

き
が

阿
蓮
の
飼
い
猫
は
、
「
か
た
ち
相
似
て
、
そ
の
性
も
亦
同
じ
け
れ
ば
」

（第
二
集、

二
十
九
丁
裏

・
三
十
丁
表
）
、
武
大
の
退
治
し
た
妖
虎
の

怨
念
を
受
け
継
い
で
い
た
。
そ
の
契
機
と
な

っ
た
阿
蓮
の
虎
見
物

（二
十
八
丁
裏
・

二
十
九
丁
表
）
以
降
、
彼
女
が
武
二
郎
に
関
係
を
迫

(68) 



る
場
面
（
三
十
三
丁
裏
・
三
十
四
丁
表
）
、
そ
し
て
図
2
に
お
け
る
阿
蓮
・
啓
十
郎
の
避
遁
ま
で
、
い
ず
れ
も
妖
虎
の
怨
念
を
視
覚
化
し
た

(67) 

「
鬼
火
」
が
、
画
面
の
中
に
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
馬
琴
も
「
作
者
云
」
と
し
た
詞
書
（
三
十
四
丁
裏
）
に
お
い
て
、
「
こ
れ
ま
で
の
心
火
は
、

文
外
の
画
也
。
見
る
人
よ
ろ
し
く
察
す
べ
し
」
と
明
言
し
て
お
り
、
武
二
郎
兄
弟
の
不
運
は
、
妖
虎
の
怨
念
に
よ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

先
に
引
用
し
た
『
金
瓶
梅
』
の
記
述
と
は
異
な
り
、
馬
琴
は
後
続
部
分
に
お
い
て
も
、
啓
十
郎
に
対
す
る
阿
蓮
の
慕
情
を
描
い
て
は
い
な

い
。
彼
女
は
「
浮
浪
子
弟
」
に
戯
れ
か
か
る
よ
う
な
醜
態
も
演
じ
て
は
お
ら
ず
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
む
し
ろ
、
『
水
瀞
伝
』
に
お
け
る
潜

金
蓮
の
造
形
に
類
似
す
る
。
こ
れ
は
、
馬
琴
が
『
金
瓶
梅
』
の
如
き
、
あ
か
ら
さ
ま
な
淫
奔
を
嫌
っ
た
故
で
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
も
増
し

て
、
「
二
世
悪
縁
」
と
妖
虎
の
怨
念
と
い
う
新
趣
向
を
、
作
中
で
よ
り
効
果
的
に
機
能
さ
せ
る
た
め
の
作
意
と
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
啓
十
郎
は
尼
妙
潮
の
助
力
を
得
て
、
阿
蓮
と
関
係
を
持
つ
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
経
緯
は
、
「
水
瀞
伝
』
や
『
金
瓶
梅
』
に

比
し
て
、
極
め
て
簡
略
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。
悪
漢
が
人
妻
を
寵
絡
す
る
手
練
手
管
を
、
馬
琴
が
描
写
せ
ず
に
済
ま
せ
た
の
も
、
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自
作
を
誇
淫
の
書
と
せ
ぬ
た
め
の
用
心
で
あ
り
、
草
双
紙
の
読
者
層
で
あ
る
「
婦
幼
」
に
配
慮
し
た
結
果
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

啓
十
郎
を
わ
が
子
と
は
気
付
い
て
い
な
い
九
郎
五
郎
は
、
阿
蓮
の
不
貞
を
武
太
郎
に
告
げ
、
両
人
は
揃
っ
て
妙
潮
の
庵
に
お
し
か
け
る
が
、

く
れ
は

武
太
郎
は
返
り
討
ち
に
あ
い
、
九
郎
五
郎
は
逃
走
す
る
（
第
二
集
末
尾
）
。
武
二
郎
か
ら
の
報
復
を
恐
れ
た
啓
十
郎
は
、
正
妻
呉
服
の
伯
父

ふ
な
だ
て

で
あ
る
三
好
家
の
権
臣
・
船
館
幕
左
衛
門
に
依
頼
し
て
、
武
二
郎
を
淡
路
島
へ
流
さ
せ
た
（
第
三
集
上
映
）
。
か
く
て
阿
蓮
は
浪
花
の
西
門

り

き

の

た

か

じ

か

る

も

そ

ば

め

屋
に
入
り
、
朋
輩
の
力
野
（
原
作
の
李
矯
児
）
や
卓
二
（
卓
去
児
）
、
刈
藻
（
孟
玉
楼
）
ら
を
押
し
の
け
て
、
啓
十
郎
か
ら
「
第
一
の
側
女
」

（
第
三
集
、
二
十
一
了
裏
）
と
し
て
寵
愛
を
受
け
る
の
で
あ
る
。



二
、
阿
蓮
の
謀
略

『
金
瓶
梅
』
に
お
い
て
は
主
人
の
西
門
慶
を
も
凌
駕
す
る
、
滋
金
蓮
の
好
智
を
受
け
継
い
で
、
『
新
編
金
瓶
梅
』
の
阿
蓮
も
ま
た
、
作
中
で

非
道
な
行
な
い
を
繰
り
返
す
が
、
そ
の
悪
行
の
最
た
る
も
の
が
、
第
四
集
（
天
保
七
年
刊
）

の
末
尾
か
ら
第
五
集
（
天
保
九
年
刊
）
の
中
盤

に
か
け
て
描
か
れ
る
、
以
下
の
一
件
で
あ
ろ
う
。

五
み
じ

阿
蓮
は
啓
十
郎
の
不
在
に
使
用
人
の
笑
次
と
通
じ
る
。
啓
十
郎
を
我
が
子
と
知
り
、
西
門
屋
に
入
っ
て
い
た
九
郎
五
郎
は
二
人
の
仲
に

嫉
妬
し
、
阿
蓮
を
脅
し
て
関
係
を
迫
る
。

一
方
、
阿
蓮
の
濫
行
を
見
と
が
め
た
力
野
や
卓
二
は
、
こ
れ
を
呉
服
に
訴
え
、
た
め
に
阿
蓮

（
第
四
集
、
三
十
七
丁
裏
i
四
十
丁
裏
）
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は
二
人
を
逆
恨
み
す
る
。
九
郎
五
郎
が
実
母
山
木
の
仇
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
阿
蓮
は
一
計
を
案
じ
、
自
身
の
飼
い
猫
を
殺
害
す
る
。

阿
蓮
は
化
け
猫
騒
ぎ
を
提
造
し
て
、
刈
藻
に
添
い
寝
を
懇
願
す
る
。

一
方
、
阿
蓮
か
ら
色
よ
い
返
事
を
得
た
九
郎
五
郎
は
、
夜
中
に
彼

女
の
寝
所
へ
忍
び
来
た
る
。
そ
の
気
配
を
化
け
猫
の
も
の
と
誤
解
し
た
刈
藻
は
、
誤
っ
て
九
郎
五
郎
を
殺
害
し
、
そ
の
直
後
阿
蓮
に
斬

り
つ
け
ら
れ
る
。
阿
蓮
は
さ
ら
に
、
凶
行
の
場
に
駆
け
つ
け
た
力
野
を
も
斬
殺
す
る
。
折
し
も
帰
宅
し
た
啓
十
郎
は
、
阿
蓮
の
無
事
を

喜
ぶ
ば
か
り
で
、
真
相
を
究
明
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
こ
の
時
、
正
妻
呉
服
が
男
児
を
出
産
す
る
。

（
第
五
集
、
四
丁
裏
1
八
丁
表
）

卓
こ
か
ら
阿
蓮
と
笑
次
と
の
密
通
を
告
げ
ら
れ
た
啓
十
郎
は
、
笑
次
の
顔
を
火
箸
で
焼
く
。
笑
次
の
醜
悪
を
厭
っ
た
阿
蓮
は
、
彼
を
そ

か
ん
ば
ち

そ
の
か
し
て
卓
二
を
殺
害
さ
せ
る
。
番
頭
寒
八
に
捕
ら
わ
れ
て
責
め
殺
さ
れ
た
笑
次
は
、
死
骸
を
川
に
沈
め
ら
れ
る
。

(66) 



（
十
九
丁
表
i
二
十
三
丁
表
）

(65) 

こ
こ
で
阿
蓮
と
通
じ
る
西
門
屋
の
小
者
笑
次
は
、
『
金
瓶
梅
』
に
お
け
る
童
僕
琴
童
に
擬
え
た
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
琴
童
は
第
三
夫

打
榔
の
後
に
西
門
家
を
追
わ
れ
る
。

人
孟
玉
楼
の
輿
入
れ
に
従
い
、
西
門
家
へ
入
っ
た
少
年
で
あ
り
、
第
十
二
回
で
潜
金
蓮
と
通
じ
る
が
、
程
な
く
主
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

つ
ま
り
馬
琴
は
、
原
作
の
中
で
は
些
細
な
一
波
乱
に
過
ぎ
な
い
密
通
語
を
、
阿
蓮
に
よ
る
陰
湿
な
復
讐

劇
の
前
後
に
配
し
て
、
有
機
的
に
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

前
節
で
も
確
認
し
た
と
お
り
、
こ
こ
に
登
場
す
る
阿
蓮
の
飼
い
猫
は
、
武
二
郎
の
退
治
し
た
妖
虎
の
怨
念
を
受
け
継
い
で
い
た
。
第
四
集

の
最
終
了
に
は
、
阿
蓮
が
こ
の
「
虎
毛
の
猫
」
を
刺
し
殺
す
凄
惨
な
場
面
（
図
3
）
が
描
か
れ
て
お
り
、
馬
琴
は
本
文
の
末
尾
に
お
い
て
、

「
こ
は
そ
の
因
果
の
こ
、
に
は
じ
め
て
、
巡
り
来
つ
べ
き
糸
口
也
」
と
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『新編金瓶梅』第四集、 40丁裏

説
明
し
て
い
る
。
阿
蓮
の
愛
猫
殺
害
は
、
第
五
集
へ
向
け
て
の
伏
線

で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
物
語
全
体
の
「
因
果
」
に
関
わ
る
重
要
な

場
面
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
金
瓶
梅
』
の
金
蓮
も
、
「
雪
獅
子
（
雪
裡
送
炭
）
」
と
い
う
名
の
飼

い
猫
を
有
し
て
お
り
、
『
新
編
金
瓶
梅
』
に
現
わ
れ
る
阿
蓮
の
飼
い
猫

が
、
こ
の
「
雪
獅
子
」
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ

図 3

ま
い
。
原
作
第
五
十
九
回
の
中
で
、
「
雪
獅
子
」
は
以
下
の
よ
う
な
騒

動
を
惹
起
す
る
。



ダ

ニ

プ

ヲ

ケ

テ

ピ

ト

タ

ク

ト

却
説
、
潜
金
蓮
房
中
養
的
一
隻
白
獅
子
猫
児
、
津
身
純
白
、
只
額
児
上
帝
一
福
田
背
一
道
黒
一
名
喚
一
一
雪
裡
送
炭
一
又
名
一
一
雪
獅
子
↓
（
中

ダ

レ

シ

ヲ

リ

テ

ニ

ヒ

テ

ヲ

ミ

ヲ

ム

ヲ

シ

テ

テ

セ

ラ

ノ

ニ

リ

テ

リ

ニ

略
）
甚
是
愛
斗
惜
他
一
終
日
在
一
一
房
裏
一
用
一
一
紅
絹
一
褒
レ
肉
、
令
二
猫
撲
而
捷
食
↓
（
中
略
）
不
レ
料
這
雪
獅
子
、
正
跨
在
二
護
枕
上
一
看
叶

ン

テ

ノ

リ

テ

ニ

シ

テ

ヲ

ニ

ス

ル

ヲ

ダ

オ

モ

ヒ

ス

ル

ニ

ニ

ヲ

ト

ト

見
官
寄
児
在
二
枕
上
一
穿
ゴ
着
紅
杉
児
一
動
々
的
頑
要
h

只
当
下
平
日
映
コ
隈
他
肉
食
一
一
般
U

猛
然
望
下
一
跳
、
将
一
一
官
寄
児
身
上
一

ダ

ク

ノ

シ

ニ

シ

ヲ

チ

セ

ニ

ス

皆
弧
破
了
。
只
聴
那
官
寄
児
、
孤
的
一
声
、
倒
咽
斗
了
一
口
気
一
就
不
一
一
言
語
一
了
、
手
脚
倶
風
搭
起
来
。

程
な
く
し
て
、
「
雪
獅
子
」
は
西
門
慶
に
投
げ
殺
さ
れ
る
が
、
官
寄
は
こ
の
一
件
が
も
と
で
夫
折
し
、
母
親
で
あ
る
李
瓶
児
も
、
我
が
子

の
死
を
悲
嘆
し
て
他
界
す
る

（
第
六
十
二
回
）
。
金
蓮
は
李
瓶
児
に
嫉
妬
し
て
、
「
雪
獅
子
」
が
官
寄
を
襲
う
よ
う
に
仕
向
け
た
の
で
あ
り
、

飼
い
猫
を
謀
略
の
具
と
す
る
こ
と
は
、
『
新
編
金
瓶
梅
』

の
阿
蓮
と
同
様
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
原
作
に
お
け
る
「
雪
獅
子
」
は
登
場
期
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間
も
短
く
、
右
の
局
面
ゆ
え
に
創
出
さ
れ
た
小
道
具
と
い
え
る
が
、
阿
蓮
の
飼
い
猫
は
因
果
の
牽
引
役
と
し
て
、
作
中
で
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
。

え
み
ざ
め

笑
次
に
よ
っ
て
死
骸
を
川
へ
捨
て
ら
れ
た
「
虎
毛
の
猫
」
は
、
の
ち
に
海
底
へ
至
っ
て
虎
河
豚
と
な
り
、
笑
次
の
変
じ
た
笑
鮫
と
と
も
に
、

た

ら

あ

か

お

と

ひ

め

悪
龍
王
多
羅
阿
伽
に
従
っ
て
龍
宮
の
襖
渡
姫
を
脅
か
す
が
、
最
終
的
に
は
大
原
武
二
郎
に
討
滅
さ
れ
る
。
武
二
郎
の
退
治
し
た
妖
虎
の
怨
念

は
、
こ
こ
に
至
っ
て
よ
う
や
く
解
消
さ
れ
た
。
襖
渡
姫
は
武
二
郎
に
対
し
て
、
虎
河
豚
に
ま
つ
わ
る
因
縁
を
、
以
下
の
よ
う
に
解
き
明
か
し

て
い
る
。か

の
阿
蓮
が
手
飼
ひ
の
猫
は
、
も
と
こ
れ
和
殿
に
打
ち
殺
さ
れ
し
、
虎
の
魂
ま
つ
は
り
て
、
折
も
あ
ら
ば
和
殿
は
ら
か
ら
に
、
仇
せ
ん

(64) 



と
欲
せ
し
故
に
、

つ
ひ
に
阿
蓮
と
啓
十
郎
が
、
不
義
い
た
づ
ら
の
な
か
だ
ち
に
さ
へ
な
り
て
、
武
太
郎
は
殺
さ
れ
た
り
。

(63) 

（
第
八
集
、
三
十
一
丁
裏
・
三
十
二
丁
表
）

『
金
瓶
梅
』

の
中
に
は
、
武
松
が
殺
害
す
る
虎
と
、
金
蓮
の
飼
い
猫
「
雪
獅
子
」
と
の
聞
に
脈
絡
は
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
第
一
奇
書
本

に
お
け
る
張
竹
坂
の
批
評
も
、
両
者
の
対
応
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
「
雪
獅
子
」
の
登
場
は
原
作
の
第
五
十
一
回
に
お
い
て

で
あ
り
、
第
一
回
で
語
ら
れ
る
武
松
の
虎
退
治
と
は
、
時
間
的
な
隔
た
り
が
大
き
い
。
し
か
し
馬
琴
は
、
仇
敵
関
係
に
あ
る
武
松
と
西
門
慶

と
に
よ
っ
て
、
各
々
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
経
緯
か
ら
、
両
者
の
聞
に
浅
か
ら
ぬ
因
縁
を
見
出
し
た
も
の
と
思
し
く
、
『
新
編
金
瓶
梅
』
に

お
い
て
は
、
こ
の
因
縁
が
趣
向
と
し
て
顕
在
化
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
第
四
・
五
集
で
描
か
れ
た
阿
蓮
の
計
略
は
、
原
作
『
金
瓶
梅
」
の
う
ち
、
第
十
二
回
と
第
五
十
九
回
の
趣
向
を
併
せ
用
い
た
も
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の
で
あ
り
、
そ
こ
に
妖
虎
の
怨
念
を
も
絡
め
つ
つ
、
よ
り
手
の
込
ん
だ
大
が
か
り
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
原
作
に
お
い
て
、
西

門
慶
は
怒
り
に
任
せ
て
「
雪
獅
子
」
を
殺
害
し
た
が
、
「
新
編
金
瓶
梅
』
の
阿
蓮
は
、
謀
略
の
具
と
し
て
「
虎
毛
の
猫
」
を
殺
め
て
お
り
、

構
成
を
綴
密
に
せ
ん
と
す
る
馬
琴
の
配
慮
が
、
こ
の
点
に
も
看
取
さ
れ
る
。

殿
村
篠
斎
は
馬
琴
に
呈
し
た
評
書
の
中
で
、
さ
し
た
る
落
ち
度
の
な
か
っ
た
力
野
と
卓
二
が
、
阿
蓮
の
謀
計
に
よ
り
命
を
落
と
し
た
こ
と

に
対
し
て
、
憐
倒
の
情
を
示
し
て
い
る
。
同
様
の
見
解
は
木
村
黙
老
の
評
書
に
も
見
出
さ
れ
る
が
、
馬
琴
は
こ
れ
ら
の
難
詰
に
対
し
て
、
以

下
の
よ
う
に
返
答
し
た
。

都
て
好
悪
甚
し
き
者
は
、
誰
も
悪
人
な
る
を
し
れ
ど
も
、
そ
の
身
に
さ
せ
る
悪
な
き
如
く
な
る
も
、
大
悪
人
に
仕
へ
て
、
そ
の
寵
を
欲



す
る
者
は
、
共
に
悪
人
な
ら
ざ
る
を
得
ず
。
作
者
ハ
是
を
戒
ん
と
て
、
こ
の
両
稗
妾
を
作
り
出
し
た
り
。
原
本
金
瓶
梅
と
大
に
同
じ
か

（
「
新
編
金
瓶
梅
五
集
篠
黙
桂
三
評
」
、
十
四
了
裏
1
十
五
丁
表
）

ら
ず
、
猶
再
思
あ
れ
か
し
と
お
も
ふ
の
ミ
。

悪
漢
啓
十
郎
の
愛
妾
も
ま
た
、
無
条
件
に
悪
人
で
あ
り
、
横
死
も
や
む
な
し
と
す
る
人
物
理
解
は
、
原
作
に
比
し
て
浅
薄
の
誹
り
を
免
れ

な
い
が
、
馬
琴
な
り
の
勧
善
懲
悪
を
徹
底
さ
せ
る
上
で
は
、
や
は
り
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
改
変
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
阿
蓮
の
賊
実
入
り

や

ら

ず

ひ

じ

ま

っ

天
保
十
一
年
刊
行
の
第
七
集
に
至
っ
て
、
阿
蓮
は
新
参
の
使
用
人
で
、
「
不
遣
小
僧
」
の
二
つ
名
を
持
つ
悪
少
年
・
秘
事
松
と
通
じ
て
先
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行
き
を
危
ぶ
み
、
酪
町
し
た
啓
十
郎
に
毒
を
盛
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
啓
十
郎
は
容
貌
が
醜
く
変
じ
て
不
具
者
と
な
っ
た
。
こ
の
阿
蓮
に
よ

る
啓
十
郎
毒
害
は
、
原
作
『
金
瓶
梅
』
の
第
七
十
九
回
に
お
け
る
、
西
門
慶
の
最
期
に
擬
え
た
も
の
で
あ
る
。
金
蓮
は
自
身
の
欲
求
を
満
た

す
べ
く
、
酪
町
し
て
帰
宅
し
た
西
門
慶
に
、
過
度
の
房
薬
を
含
ま
せ
る
。
こ
れ
が
も
と
で
西
門
慶
は
病
の
床
に
つ
き
、
正
妻
月
娘
が
男
児
孝

豆
町
を
出
産
す
る
直
前
に
他
界
す
る
の
で
あ
っ
た
。

原
作
の
筋
立
て
に
対
し
て
、
馬
琴
は
『
新
編
金
瓶
梅
』

の
起
筆
以
前
、
篠
斎
に
宛
て
た
書
翰
の
中
で
、
「
こ
れ
則
、
武
太
良
を
薬
耽
せ
し

悪
報
と
い
ふ
評
あ
れ
ど
も
、
西
門
慶
を
武
松
に
う
た
せ
ざ
れ
ば
、
勧
懲
に
う
と
か
り
」
（
文
政
十
三
年
三
月
二
十
六
日
付
書
翰
別
紙
）
と
い

う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
薬
物
に
よ
る
頓
死
ば
か
り
で
は
、
そ
の
悪
行
を
精
算
し
え
な
い
と
考
え
た
馬
琴
は
、
啓
十
郎
を
延
命
さ
せ
て
武
二

郎
の
仇
討
ち
に
備
え
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
改
変
に
は
、
原
作
に
対
す
る
馬
琴
の
批
判
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
な
し
て
よ
い
。

で

だ

な

ひ

c
き
ま
あ
ら
く
ら
う

阿
蓮
と
秘
事
松
は
後
難
を
恐
れ
て
、
尼
崎
の
出
店
に
移
る
が
、
こ
こ
で
武
庫
山
の
盗
賊
響
馬
暴
九
郎
に
さ
ら
わ
れ
て
、
阿
蓮
は
第
一
の
側

(62) 



女
と
な
り
、
秘
事
松
も
伽
小
姓
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
管
領
高
国
と
結
ん
で
摂
津
に
侵
攻
し
た
暴
九
郎
が
、
大
物
浦
で
敗
死
す
る
と
、
阿
蓮

の
り
わ
か

は
秘
事
松
を
首
領
に
押
し
立
て
、
赤
松
家
の
後
喬
則
若
を
詐
称
さ
せ
る
。
の
ち
に
武
庫
山
の
山
泰
は
、
三
好
家
の
命
を
受
け
た
大
原
武
二
郎

(61) 

ら
に
よ
っ
て
攻
め
滅
ほ
さ
れ
る
が
、
阿
蓮
の
み
は
辛
く
も
逃
走
し
た
。

第
八
集
に
お
け
る
暴
九
郎
の
浪
花
襲
撃
は
、
『
隔
簾
花
影
』
（
『
続
金
瓶
梅
』

の
削
節
改
編
作
。
四
十
八
回
）
に
描
か
れ
た
金
軍
の
侵
攻
に

擬
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
を
併
せ
考
え
る
と
、
阿
蓮
・
秘
事
松
の
賊
秦
入
り
に
は
、
同
作
に
お
け
る
苗
六
児
（
『
金
瓶
梅
』
の
王
六
児
）

の
た
ど
る
運
命
が
投
影
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
か
つ
て
南
宮
家
（
『
金
瓶
梅
』
の
西
門
家
）
に
仕
え
て
い
た
苗
六
児
は
、
娘
の
宋
秀
姐
（
韓

愛
姐
）
と
と
も
に
金
営
へ
連
行
さ
れ
る
が
、
母
娘
は
揃
っ
て
将
軍
斡
離
不
の
寵
愛
を
受
け
、
後
に
は
六
児
と
不
倫
関
係
に
あ
る
義
弟
の
宋
二

狗
腿
（
韓
二
掲
鬼
）
も
、
金
軍
内
で
重
用
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
宋
二
の
場
合
は
、
単
に
義
姉
や
姪
の
栄
華
に
寄
生
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、

お
り
、
最
終
的
に
は
龍
宮
か
ら
帰
還
し
た
武
二
郎
に
討
ち
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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秀
姐
が
不
貞
の
答
で
処
刑
さ
れ
る
と
、
六
児
と
と
も
に
金
営
を
脱
出
し
て
い
る
が
、
秘
事
松
は
阿
蓮
の
手
引
き
で
首
領
の
地
位
を
略
取
し
て

北
宋
末
の
金
軍
侵
攻
は
、
『
金
瓶
梅
』
の
結
末
部
分
に
も
描
か
れ
る
が
、
『
隔
簾
花
影
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
動
乱
が
作
品
全
段
の
展
開
と

密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
馬
琴
は
『
隔
簾
花
影
』
を
、
天
保
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
披
閲
し
、
前
伝
以
来
の
因
果
を
語
り
尽
く
さ
ん
と
す

る
姿
勢
に
、

一
定
の
評
価
を
与
え
た
。
同
作
の
繕
読
以
後
、
『
新
編
金
瓶
梅
』
の
構
想
に
も
少
な
か
ら
ぬ
変
化
が
表
わ
れ
て
お
り
、
阿
蓮
・

秘
事
松
の
「
落
草
」
も
、
起
筆
当
初
の
腹
案
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

正
統
な
ら
ざ
る
者
が
、
女
性
の
手
引
き
で
地
位
を
得
る
も
の
の
、
最
終
的
に
は
善
人
ら
に
よ
っ
て
討
滅
さ
れ
る
と
い
う
「
纂
奪
」
の
筋
立

そ

ね

て
は
、
馬
琴
最
晩
年
の
読
本
『
新
局
玉
石
童
子
訓
』
第
六
版
（
弘
化
五
年
、
文
渓
堂
等
刊
）
の
中
に
も
見
出
し
う
る
。
こ
こ
で
は
悪
漢
曾
根

み

た

け

む

ね

こ

と

り

の

り

ま

と

か

ぶ

ら

の

見
健
宗
が
、
自
身
に
嫌
疑
を
か
け
た
部
領
庄
の
郡
司
範
的
を
殺
害
し
た
後
、
実
の
叔
母
で
あ
る
大
万
自
の
勧
め
に
従
い
、
鏑
野
家
を
相
続
し



て
善
人
た
ち
を
虐
げ
る
の
で
あ
る
。

藤
沢
毅
氏
は
、
こ
の
「
御
家
騒
動
を
裏
に
置
」
い
た
筋
立
て
が
、
『
童
子
訓
』
の
前
編
に
当
た
る
読
本
『
近
世
説
美
少
年
録
』
（
文
政
十
二

年
1
天
保
三
年
、
千
翁
軒
・
文
渓
堂
等
刊
）
に
お
い
て
、
最
大
の
山
場
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た
、
陶
晴
賢
の
大
内
家
纂
奪
を
意
識
し
た
も

の
と
推
定
す
る
。
周
知
の
通
り
、
『
美
少
年
録
』
は
白
話
小
説
『
梼
杭
閑
評
』
（
五
十
回
）
に
趣
向
の
多
く
を
依
拠
し
て
お
り
、
主
人
公
の
悪

す
且
あ
け
の
す
け

少
年
・
末
朱
之
助
晴
賢
は
、
原
作
の
貌
忠
賢
に
擬
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
の
許
嫁
・
黄
金
（
原
作
の
客
印
月
）
の
手
引
き
に
よ
り
、
周
防
大

内
氏
の
家
中
で
出
頭
し
た
朱
之
助
は
、
主
君
義
隆
を
斌
逆
し
て
、
主
家
横
領
に
至
る
構
想
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
、
自
身
の
多
作
や
家
庭
的
な
不
幸
、
天
保
の
改
革
の
余
波
な
ど
が
、
馬
琴
の
『
美
少
年
録
』
嗣
作
を
阻
み
、
『
新
局
玉
石
童
子
訓
』

の
冒
頭
五
冊
（
執
筆
は
天
保
十
三
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
『
美
少
年
録
』
第
三
輯
の
刊
行
か
ら
十
三
年
を
経
た
、
弘
化
二
年
正
月
の
こ
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と
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
十
三
年
間
の
空
白
」
は
、
馬
琴
に
心
境
の
変
化
と
作
品
に
対
す
る
省
察
の
機
会
を
与
え
て
お
り
、
『
美
少
年
録
」
と

『
童
子
訓
』
と
の
聞
に
は
、
明
ら
か
な
構
想
の
変
化
を
う
か
が
い
う
る
。
『
童
子
訓
』
で
は
、
善
少
年
の
大
江
杜
四
郎
（
元
就
の
庶
弟
）
が
物

語
の
中
心
と
な
り
、
彼
の
武
者
修
行
に
伴
っ
て
、
舞
台
は
む
し
ろ
東
国
へ
と
移
動
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
『
樟
杭
閑
評
』
に
学

ん
だ
淫
奔
な
る
趣
向
へ
の
反
省
や
、
天
保
六
年
に
裁
決
の
下
っ
た
仙
石
騒
動
へ
の
配
慮
が
作
用
し
て
い
た
。

天
保
元
年
か
ら
編
述
の
開
始
さ
れ
た
『
新
編
金
瓶
梅
』
は
、
そ
の
大
部
分
が
「
十
三
年
間
の
空
白
」
の
中
で
綴
ら
れ
た
作
品
で
あ
り
、
続

刊
の
目
処
の
立
た
な
い
『
美
少
年
録
』
の
趣
向
が
、
こ
の
合
巻
に
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
を
考
慮
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
『
新
編
金
瓶
梅
』

の
秘
事
松
が
、
阿
蓮
の
手
引
き
で
賊
秦
の
主
と
な
り
、
赤
松
家
の
後
脅
を
詐
称
す
る
筋
立
て
も
、
『
美
少
年
録
」
に
予
定
さ
れ
て
い
た
朱
之

助
の
発
跡
謹
を
、
簡
略
化
し
て
転
用
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

も
っ
と
も
、
朱
之
助
と
秘
事
松
の
主
家
横
領
に
は
少
な
か
ら
ぬ
懸
隔
が
あ
り
、
大
内
家
が
厳
然
た
る
守
護
大
名
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
暴

(60) 



九
郎
は
赤
松
家
の
残
党
と
は
い
え
、
所
詮
草
賊
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
朱
之
助
も
秘
事
松
同
様
に
、
男
色
を
も
っ
て
主
君
義
隆
の
寵
愛
を

(59) 

得
た
筈
で
あ
り
、
情
人
で
あ
る
黄
金
が
、
朱
之
助
の
強
力
な
後
ろ
楯
に
な
る
こ
と
は
、
『
樟
杭
閑
評
』
の
筋
立
て
か
ら
推
し
て
も
蓋
然
性
が

高
い
。
よ
っ
て
朱
之
助
の
主
家
横
領
は
、
類
型
と
し
て
『
童
子
訓
」
の
健
宗
よ
り
も
、
む
し
ろ
秘
事
松
の
場
合
に
近
似
し
て
お
り
、
馬
琴
は

『
隔
簾
花
影
』
に
お
け
る
苗
六
児
の
物
語
と
と
も
に
、
『
美
少
年
録
』
未
刊
部
分
の
構
想
を
も
導
入
し
て
、
阿
蓮
・
秘
事
松
の
賊
秦
入
り
を
綴

っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

こ
の
阿
蓮
落
草
の
筋
立
て
は
、
管
領
細
川
高
固
と
三
好
海
雲
（
元
長
）
父
子
の
抗
争
を
背
景
と
し
て
い
る
が
、
作
中
に
描
か
れ
た
畿
内
争

気
た
つ
き
ん

乱
は
、
必
ず
し
も
史
実
に
則
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
三
好
宗
三
（
政
長
）
の
参
戦
と
敗
死
な
ど
は
、
明
ら
か
な
錯
誤
と
い
え
る
。

そ
も
そ
も
、
馬
琴
は
『
新
編
金
瓶
梅
』
第
二
集
に
お
い
て
、
「
三
好
は
本
ン
国
阿
波
な
れ
ど
も
、
近
頃
大
物
の
浦
の
戦
ひ
に
、
高
国
入
道

じ
ゃ
う
く
わ
ん

常
桓
を
討
ち
滅
ぼ
し
て
、
勢
ひ
朝
日
の
昇
る
如
く
」
（
二
十
九
丁
裏
・
三
十
丁
表
）
と
明
記
し
て
お
り
、
第
八
集
で
再
度
高
国
の
敗
亡
が
描
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か
れ
る
こ
と
は
、
撞
着
の
譲
り
を
免
れ
え
な
い
。
も
っ
と
も
、
第
二
集
執
筆
の
時
点
で
は
、
阿
蓮
の
賊
秦
入
り
と
い
う
筋
立
て
そ
の
も
の
が
、

馬
琴
の
構
想
の
中
に
存
さ
な
か
っ
た
筈
で
あ
り
、
『
隔
簾
花
影
』
の
披
閲
（
天
保
五
・
六
年
）
に
伴
う
構
想
改
変
が
、
件
の
離
離
を
引
き
起

こ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

天
保
七
年
以
降
、
馬
琴
は
蔵
書
を
順
次
泊
却
し
て
お
り
、
『
重
編
応
仁
記
』
（
小
林
正
甫
著
。
宝
永
八
年
刊
）
等
の
関
連
史
料
も
、
す
で
に

彼
の
手
元
を
離
れ
て
い
た
公
算
が
高
い
。
と
は
い
え
、
自
著
『
美
少
年
録
』
の
第
二
輯
（
文
政
十
三
年
刊
）
や
、
林
羅
山
の
『
京
都
将
軍

家
譜
』
（
明
暦
四
年
刊
）
な
ど
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
馬
琴
は
高
国
敗
亡
の
正
し
い
概
要
を
容
易
に
確
認
し
え
た
筈
で
あ
り
、
ょ
っ

て
右
の
よ
う
な
錯
誤
も
、
意
図
的
な
改
変
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。
急
激
に
視
力
が
衰
え
つ
つ
あ
っ
た
当
時
の
馬
琴
に
と
っ
て
、
史
料
を
吟

味
し
て
畿
内
の
兵
乱
を
描
き
込
む
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
が
、
婦
幼
の
読
み
物
で
あ
る
草
双
紙
に
お
い
て
は
、
多
少
の
虚
構
や
前
後
撞
着
も
、



さ
し
た
る
暇
瑳
に
は
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

畿
内
の
争
乱
を
描
く
に
先
立
ち
、
馬
琴
は
第
七
集
の
終
盤
に
お
い
て
、
高
国
配
下
の
勇
将
・
嶋
村
貴
則
を
初
め
て
登
場
さ
せ
て
い
る
。
こ

こ
で
貴
則
は
、
乞
食
た
ち
に
探
関
さ
れ
た
啓
十
郎
夫
婦
を
救
う
の
で
あ
る
が
（
三
十
八
丁
裏
・
三
十
九
丁
表
）
、
こ
の
役
回
り
を
彼
が
演
じ

る
必
然
性
は
見
出
し
が
た
い
。
よ
っ
て
、
貴
則
の
唐
突
な
出
現
は
、
続
く
第
八
集
に
お
け
る
主
君
高
国
の
敗
亡
を
見
越
し
た
、

い
わ
ば
「
伏

線
」
で
あ
っ
た
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。

『
新
編
金
瓶
梅
』
第
七
集
の
筋
立
て
に
つ
い
て
、
馬
琴
は
天
保
十
年
九
月
二
十
六
日
付
の
篠
斎
に
宛
て
た
書
翰
の
中
で
、
「
ち
と
無
理
な
る

く
が
み

趣
向
あ
り
。
そ
は
勧
懲
に
係
る
故
ニ
御
座
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
陸
水
尼
の
登
場
や
阿
蓮
に
よ
る
啓
十
郎
毒
害
、
そ
し
て
呉
服
の
遭
難
な
ど
、

た
し
か
に
第
七
集
に
は
物
語
全
体
の
勧
善
懲
悪
に
関
わ
る
筋
立
て
が
少
な
く
な
い
が
、
貴
則
の
不
用
意
な
登
場
は
、
作
品
序
盤
の
記
述
と
組

「
勧
懲
に
係
る
」
重
要
な
趣
向
と
し
て
、
馬
琴
に
と
っ
て
は
不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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離
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
と
り
わ
け
「
無
理
な
る
趣
向
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
か
ら
、
畿
内
争
乱
と
高
国
の
「
大
物
崩
れ
」
も
、

四
、
仇
討
ち
の
完
遂

前
節
に
お
い
て
、
『
美
少
年
録
』
か
ら
の
趣
向
転
用
の
可
能
性
に
言
及
し
た
が
、
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
馬
琴
は
何
故
『
金
瓶
梅
』

や
史
実
を
逸
脱
し
て
ま
で
、
阿
蓮
の
賊
秦
入
り
を
描
く
必
要
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
一
事
で
あ
る
。
晴
賢
の
主
家
纂
奪
は
、
「
美
少
年
録
」

全
編
の
勧
善
懲
悪
に
関
わ
る
重
要
な
趣
向
で
あ
り
、
同
様
の
類
型
を
持
つ
鏑
野
家
の
御
家
騒
動
も
、
『
童
子
訓
』
に
お
け
る
「
勧
懲
」
を
正

す
機
能
を
有
し
て
い
た
。
善
悪
の
相
違
こ
そ
あ
れ
、
阿
蓮
・
秘
事
松
に
よ
る
賊
秦
の
略
取
に
も
、
や
は
り
作
中
の
勧
善
懲
悪
に
関
与
す
る
作

意
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(58) 



詳
伝
」 『

新
編
金
瓶
梅
』
の
起
筆
以
前
、
馬
琴
は
『
傾
城
水
瀞
伝
」
第
五
編
（
文
政
十
一
年
刊
）
に
お
い
て
、
『
金
瓶
梅
』
の
母
胎
と
な
っ
た
『
水

き

れ

す

け

の
武
松
・
金
蓮
謹
を
翻
案
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
潜
金
蓮
に
相
当
す
る
浮
浪
子
金
蓮
助
は
、
武
大
に
模
し
た
餅
売
り
女
・
豚
代
の
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「
関
防
人
」
で
あ
り
、
両
人
は
婚
姻
関
係
を
有
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
馬
琴
は
篠
斎
に
宛
て
た
書
翰
の
中
で
、
「
キ
レ
介
ヲ
関
防

人
に
せ
ざ
れ
パ
、
か
た
き
討
の
名
、
正
し
か
ら
ず
」
（
文
政
十
一
年
三
月
二
十
日
付
）
と
説
明
し
て
い
る
。
た
と
え
報
仇
の
大
義
名
分
が
あ

る
に
せ
よ
、
兄
嫁
を
殺
す
と
い
う
行
者
武
松
の
行
為
を
、
馬
琴
は
無
条
件
に
許
容
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
執
筆
の
時
期
は
隔
た
る
が
、

文
化
五
年
刊
行
の
読
本
『
雲
妙
間
雨
夜
月
』
（
文
化
五
年
、
柏
栄
堂
等
刊
）
に
も
、
武
松
の
金
蓮
殺
し
が
趣
向
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

た

け

あ

き

ら

は

ち

す

ば

こ
こ
で
は
伊
原
武
章
に
よ
る
兄
嫁
蓮
葉
殺
害
が
「
誤
殺
」
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。

『
新
編
金
瓶
梅
』
に
お
い
て
、
阿
蓮
は
原
作
の
潜
金
蓮
と
同
様
に
武
二
郎
の
「
兄
嫁
」
と
な
っ
て
お
り
、
彼
女
の
犯
す
罪
が
武
太
郎
を
殺
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し
て
啓
十
郎
に
嫁
い
だ
ば
か
り
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
武
二
郎
の
敵
討
ち
も
「
兄
嫁
殺
し
」
の
誹
り
を
免
れ
え
な
い
。
そ
こ
で
馬
琴
は
、
ひ
と

た
び
阿
蓮
を
暴
九
郎
の
妻
と
し
て
、
逆
賊
の
余
類
と
い
う
罪
状
を
付
加
し
、
武
二
郎
が
彼
女
を
殺
害
す
る
正
当
性
を
補
完
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

淡
路
島
鴛
驚
楼
に
お
い
て
船
館
幕
左
衛
門
ら
を
殺
害
し
た
の
ち
、
武
二
郎
は
海
路
を
逃
走
す
る
も
の
の
追
っ
手
が
か
か
り
、
追
い
詰
め
ら

お

と

ひ

め

れ
て
水
中
に
没
し
た
と
こ
ろ
、
龍
宮
に
至
っ
て
襖
渡
姫
と
対
面
し
、
時
が
至
る
の
を
待
つ
よ
う
に
諭
さ
れ
る

（
第
六
集
）
。
第
八
集
に
お
け

る
武
二
郎
の
悪
龍
王
退
治
に
も
、
俵
藤
太
の
伝
説
が
踏
ま
え
ら
れ
て
お
り
、
総
じ
て
寓
話
的
な
筋
立
て
と
い
え
る
が
、
龍
宮
に
お
け
る
武
二

郎
の
雌
伏
は
、
阿
蓮
や
啓
十
郎
の
跳
梁
を
可
能
に
す
る
た
め
の
作
意
で
も
あ
っ
た
。

多
羅
阿
伽
を
退
治
し
た
後
、
武
二
郎
は
人
間
界
に
戻
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
主
君
長
薬
の
命
に
よ
り
武
庫
山
の
賊
棄
を
撃
破
し
て
、
赤
松
則

若
こ
と
秘
事
松
を
抹
殺
し
た
。
し
か
し
襖
渡
姫
も
予
言
し
た
と
お
り
、
武
二
郎
が
阿
蓮
を
討
ち
取
る
機
は
熟
し
て
お
ら
ず
、
彼
女
は
単
身
賊

秦
か
ら
逃
走
し
て
、
後
に
啓
十
郎
と
再
会
を
果
た
す
。
母
親
陸
水
の
も
と
で
病
を
癒
し
た
啓
十
郎
は
、
阿
蓮
を
伴
っ
て
五
条
の
庵
か
ら
逃
走



あ
づ
ま
と
や
さ
い
け
い

し
、
東
戸
屋
西
啓
と
名
を
改
め
て
尼
崎
の
町
は
ず
れ
で
商
売
を
再
開
し
た
。
阿
蓮
と
啓
十
郎
は
、
こ
の
地
で
武
二
郎
の
襲
撃
を
受
け
る
こ
と

と
な
る
。

第
九
集
摺
筆
の
直
後
、
馬
琴
は
篠
斎
に
宛
て
た
書
翰
の
中
で
、
「
新
編
金
瓶
梅
』
続
刊
部
分
の
腹
稿
を
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

武
中
山
町
あ
だ
討
之
所
、
お
れ
ん
・
啓
十
郎
ヲ
と
ら
へ
候
所
ニ
て
、
九
集
ハ
終
候
。
十
集
ニ
至
り
、
仇
討
之
事
、
委
敷
知
ら
れ
候
事
ニ
候
。

来
年
十
集
ニ
て
結
局
ニ
い
た
し
度
候
得
共
、
夫
よ
り
長
く
成
候
半
や
、
斗
難
存
候
。（

天
保
十
二
年
七
月
二
十
八
日
付
篠
斎
宛
書
翰
・
代
筆
）

馬
琴
は
当
時
、
掠
婦
路
女
の
代
筆
に
す
が
り
な
が
ら
、
「
南
総
里
見
八
犬
伝
』
と
『
新
編
金
瓶
梅
』
の
述
作
を
続
け
て
い
た
が
、
こ
と
に
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『
新
編
金
瓶
梅
』
の
場
合
は
、
阿
蓮
・
啓
十
郎
の
乱
倫
を
精
算
す
る
た
め
に
も
、
武
二
郎
に
よ
る
仇
討
ち
の
成
就
が
急
が
れ
た
。
実
際
に
、

翌
年
刊
行
さ
れ
た
第
九
集
の
末
尾
で
、
阿
蓮
と
啓
十
郎
は
武
二
郎
に
捕
ら
わ
れ
、
二
人
の
仲
を
取
り
持
っ
た
悪
尼
妙
潮
も
、
武
太
郎
の
娘

琴
柱
に
足
止
め
さ
れ
る
。
か
く
て
、
仇
討
ち
完
遂
の
目
処
は
立
て
ら
れ
た
が
、
『
新
編
金
瓶
梅
」
全
段
の
勧
懲
は
、
武
二
郎
の
報
仇
の
み
に

よ
っ
て
全
壁
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
く
、
馬
琴
は
啓
十
郎
の
栄
華
に
寄
生
し
た
小
人
た
ち
の
結
末
に
も
意
を
用
い
て
い
た
。
ゆ
え
に
、
第
九

集
を
綴
り
終
え
た
時
点
で
は
、
十
集
を
も
っ
て
完
結
し
う
る
も
の
か
、
作
者
自
身
に
も
測
り
か
ね
た
の
で
あ
る
。

天
保
十
三
年
六
月
、
改
革
に
伴
う
出
板
統
制
の
強
化
に
際
会
し
た
馬
琴
は
、
「
戯
墨
の
筆
」
を
絶
つ
決
意
を
固
め
た
が
（
「
著
作
堂
雑
記
抄
」
）
、

翌
々
天
保
十
五
年
（
弘
化
元
年
）
に
は
、
木
村
黙
老
か
ら
の
懇
請
を
容
れ
て
、
『
新
編
金
瓶
梅
』
第
十
集
の
稿
本
を
編
述
し
た
。
原
作
『
金

瓶
梅
』
を
も
披
閲
し
、
『
新
編
金
瓶
梅
』
に
お
け
る
改
作
の
妙
を
味
わ
い
え
た
黙
老
に
と
っ
て
、
こ
の
合
巻
の
中
断
は
ひ
と
か
た
な
ら
ず
惜

(56) 
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単
な
る
一
過
性
の
趣
向
で
は
な
く
、
『
新
編
金
瓶
梅
』
全
段
の
勧
善
懲
悪
に
関
わ
る
、
重
要
な
筋
立
て
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
暴

九
郎
が
単
な
る
草
賊
と
し
て
終
わ
る
こ
と
な
く
、
細
川
高
国
に
荷
担
し
て
三
好
海
雲
に
敗
亡
し
た
の
も
、
三
好
家
の
家
臣
で
あ
る
武
二
郎
に

よ
っ
て
、
阿
蓮
が
討
ち
取
ら
れ
る
正
当
性
を
補
強
す
る
も
の
と
い
え
る
。
第
八
集
に
お
け
る
「
大
物
崩
れ
」
の
趣
向
化
も
、
こ
の
点
か
ら

「
勧
懲
に
係
る
」
も
の
で
あ
っ
た
と
見
な
し
て
よ
か
ろ
う
。

か
く
て
、
原
作
『
金
瓶
梅
』
に
お
け
る
西
門
慶
の
最
期
を
、
「
勧
懲
に
う
と
か
り
」
（
前
引
、
文
政
十
三
年
三
月
二
十
六
日
付
篠
斎
宛
書
翰

別
紙
）
と
難
じ
た
馬
琴
は
、
阿
蓮
と
と
も
に
啓
十
郎
を
も
、
大
原
武
二
郎
に
抹
殺
さ
せ
た
。
妖
虎
の
怨
念
に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
た
、
阿
蓮
・
啓

十
郎
の
悪
因
縁
は
、
両
人
の
従
兄
弟
に
し
て
虎
退
治
の
英
雄
・
武
二
郎
に
よ
っ
て
精
算
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
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「
四
大
奇
書
」
に
数
え
ら
れ
る
長
編
白
話
小
説
の
う
ち
、
「
金
瓶
梅
』
の
み
は
近
世
期
に
通
俗
本
・
施
訓
本
が
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ

は
、
同
作
の
背
負
う
械
書
・
淫
書
と
い
う
悪
名
や
、
文
体
に
お
け
る
口
語
性
・
写
実
性
ゆ
え
の
難
解
さ
が
、
大
き
な
障
害
と
な
っ
た
た
め
で

あ
ろ
う
。
ま
た
沢
田
瑞
穂
氏
は
、
『
金
瓶
梅
」
に
お
け
る
「
情
緒
と
美
意
識
の
欠
如
」
を
指
摘
し
、
同
作
が
日
本
で
あ
ま
り
普
及
し
な
か
っ

た
一
因
を
、
こ
の
点
に
求
め
ら
れ
た
。
蓋
し
卓
見
で
あ
る
。

『
傾
城
水
詳
伝
』
（
文
政
八
年
1
天
保
六
年
、
仙
鶴
堂
刊
）

の
盛
行
を
受
け
て
、
『
金
瓶
梅
』
の
翻
案
を
思
い
立
っ
た
馬
琴
は
、
文
政
十
三

年
の
初
頭
に
第
一
奇
書
本
を
借
り
寄
せ
て
再
開
し
、
同
年
三
月
二
十
六
日
付
の
殿
村
篠
斎
宛
書
翰
（
別
紙
）
に
お
い
て
、
同
作
の
概
略
と
白

身
の
見
解
と
を
詳
述
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
対
し
て
は
、
す
で
に
注
l
拙
稿
に
お
い
て
考
察
を
加
え
た
が
、
彼
に
と
っ
て
『
金
瓶
梅
』
は
、

「
勧
懲
」

へ
の
配
慮
は
認
め
う
る
も
の
の
、
所
詮
は
「
宣
淫
導
慾
の
書
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

(54) 



同
じ
書
翰
の
中
で
、
馬
琴
は
「
武
太
良
の
こ
と
」
、
す
な
わ
ち
武
大
を
め
ぐ
る
仇
討
ち
の
筋
立
て
を
、
『
金
瓶
梅
』
唯
一
の
「
巧
な
る
趣
向
」

(53) 

と
評
し
て
お
り
、
同
作
独
自
の
筋
立
て
に
は
、

ほ
と
ん
ど
価
値
を
認
め
て
い
な
い
。
『
新
編
金
瓶
梅
』
は
、
原
作
に
対
す
る
如
上
の
見
解
に

根
ざ
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
『
金
瓶
梅
」
の
単
純
な
翻
案
作
に
な
り
え
な
か
っ
た
の
も
、
当
然
の
帰
結
と
い
え
る
。

『
新
編
金
瓶
梅
』

の
阿
蓮
は
、
商
家
の
愛
妾
か
ら
賊
棄
の
女
主
人
、
そ
し
て
病
身
の
乞
写
と
、
変
転
極
ま
り
な
い
運
命
の
末
に
、
従
兄
弟

に
し
て
義
弟
と
い
う
、
強
い
紐
帯
を
持
つ
武
二
郎
に
抹
殺
さ
れ
た
。
彼
女
の
造
形
は
、
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』

の
船
虫
ほ
ど
魅
力
的
な
も
の

と
は
な
り
え
て
お
ら
ず
、
ま
し
て
や
「
情
緒
と
美
意
識
」
な
ど
を
望
む
べ
く
も
な
い
が
、
そ
れ
で
も
徹
底
し
た
毒
婦
と
し
て
、
啓
十
郎
や
武

二
郎
さ
え
及
ば
な
い
、
作
中
第
一
の
存
在
感
を
有
し
て
い
る
。
馬
琴
は
彼
女
の
悪
行
を
描
き
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
武
二
郎
の
仇
討
ち
に
お

け
る
名
分
を
正
し
、
勧
懲
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
、
原
作
の
不
備
を
補
っ
た
の
で
あ
る
。
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拙
稿
「
『
新
編
金
瓶
梅
』
発
端
部
分
の
構
想
と
中
国
小
説
」
（
読
本
研
究
新
集
第
四
集
。
平
成
百
年
、
翰
林
書
房
）
参
照
。

引
用
は
明
清
善
本
小
説
叢
刊
初
編
（
一
九
八
五
年
、
台
湾
天
一
出
版
社
）
所
収
の
『
李
卓
吾
批
評
忠
義
水
詐
伝
全
書
』
（
百
二
十
回
本
）
に
よ

る
。
訓
点
は
、
国
訳
漢
文
大
成
「
水
詳
伝
』
上
巻
（
大
正
ロ
年
、
国
民
文
庫
刊
行
会
）
を
参
照
し
て
施
し
た
。

引
用
は
大
連
図
書
館
蔵
孤
稀
本
明
清
小
説
叢
刊
（
二

0
0
0年
、
大
連
出
版
社
）
所
収
の
『
金
瓶
梅
』
（
第
一
奇
書
本
）
に
よ
る
。
訓
点
は
、

原
田
（
高
階
）
正
巽
に
よ
る
施
訓
写
本
（
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。
徳
田
武
氏
所
蔵
の
複
写
に
よ
る
）
を
参
照
し
て
施
し
た
。

阿
蓮
と
啓
十
郎
と
の
出
会
い
が
、
妖
虎
の
怨
念
に
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
高
橋
則
子
氏
「
合
巻
『
金
瓶
梅
曽
我
賜
宝
』
考
」
（
『
草

双
紙
と
演
劇
ー
ー
ー
役
者
似
顔
絵
創
始
期
を
中
心
に
｜
｜
』
所
収
。
平
成
凶
年
、
汲
古
書
院
）
に
も
指
摘
が
あ
る
。

早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
『
馬
琴
評
答
集
（
五
）
』
（
平
成
3
年
、
同
大
学
出
版
会
）
、
六
十
四
1
五
頁
。
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拙
稿
「
『
新
編
金
瓶
梅
』
と
『
隔
簾
花
影
』
」
（
近
世
文
芸
位
。
平
成
口
年
7
月
）
参
照
。

藤
沢
毅
氏
「
『
近
世
説
美
少
年
録
』
の
成
立
」
（
国
文
学
論
集
M
。
平
成
3
年
1
月）。

天
保
七
年
三
月
二
十
八
日
付
、
な
ら
び
に
同
十
三
年
二
月
十
一
日
付
の
殿
村
篠
斎
宛
書
翰
に
お
い
て
、
馬
琴
は
『
美
少
年
録
」
の
嗣
作
に
対

す
る
跨
賭
を
吐
露
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
筋
立
て
の
一
例
と
し
て
、
『
新
編
金
瓶
梅
』
後
半
部
分
に
お
け
る
龍
神
信
仰
の
趣
向
化
が
あ
る
。
詳
細
は
、
拙
稿

「
『
新
編
金
瓶
梅
』
の
翻
案
手
法
｜
｜
呉
服
母
子
の
受
難
と
中
国
小
説
」
（
江
戸
文
学
話
。
平
成
同
年
日
月
）
参
照
。

羅
山
の
『
将
軍
家
譜
』
を
再
度
購
入
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
天
保
八
年
十
二
月
朔
日
付
、
な
ら
び
に
天
保
九
年
七
月
朔
日
付
の
桂
窓
宛
馬

琴
書
翰
参
照
。

拙
稿
「
文
化
期
の
馬
琴
と
『
金
瓶
梅
』
」
（
古
典
資
料
研
究
8
。
平
成
百
年
ロ
月
）
参
照
。

沢
田
瑞
穂
氏
「
葡
萄
棚
の
下
で
」
（
『
宋
明
清
小
説
叢
考
』
所
収
。
昭
和
幻
年
、
研
文
出
版
）
。
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12 11 文

献
か
ら
の
引
用
に
際
し
て
は
、
傍
訓
の
取
捨
・
句
読
の
付
加
な
ど
の
処
理
を
行
な
っ
た
。
特
に
合
巻
か
ら
の
引
用
は
、
読
み
誤
り
の
お
そ
れ
が

な
い
範
囲
で
、
適
宜
漢
字
を
宛
て
た
。

本
稿
所
掲
の
『
新
編
金
瓶
梅
』
は
、
慶
応
義
塾
大
学
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
蔵
本
、
な
ら
び
に
拙
架
蔵
本
に
よ
る
。
ま
た
、
馬
琴
書
翰
か
ら
の

引
用
は
、
柴
田
光
彦
氏
・
拙
共
編
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
（
平
成
凶
1
M
年
、
八
木
書
店
）
に
よ
っ
た
。

資
料
の
閲
覧
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
諸
機
関
、
な
ら
び
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
方
々
に
、
末
筆
な
が
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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